































『警鐘日報』は､光緒二十九年十月七日 (1903年 12月 15日)に対俄同志会- ロシ
アの中国東北部侵入に危機感を抱いた察元倍等が上海に設立した組織- が上海で創刊し















図 2｢瓜分中国図｣ 図 3｢時局図｣
T槻掛 こ当たってのこうした既成作品の借用 (実は､『俄事幣聞』における漫iJAJ 悪くいえば
盗用)は､これに限ったことではなく､さらに 『替線日報』でもよく用いられた手法であ




盟 6; 共 日1

^ ひ ご ± + t: 丁 王乙′11










～｣(『芸術学研究』第 2号 1998年)､菅野洋人氏 ｢新聞付録 《やまとひめとブリタニア》

について｣ (『 l'美術館研究紀要』第 3号 02年)という先行研究があり､基本
















































































































































英同盟- ブリタニアとやまとひめ- ｣の人気を･#語 した 『時事新報』の告知文の実際
は､タバコのパッケージや西陣織の羽織宴地のそれを用いたデザインの存在によって確認








































































がら､中国人によって ｢保母｣と紹介された女性像が､決 して ｢保母｣ではなかったこと
も明らかになった｡ここで改めて､｢日英同盟- ブリタニアとやまとひめ｣を転載した『暫
























-ルム 2世のいわゆる ｢黄禍の図｣ 1 8である｡この日清戦争終結後間もない 1885年夏頃
に描かれ､複製が広く欧米の王室関係者､政治指導者に配られたという図の意味は､大天












なる見る - 見られるの関係､解釈する - 解釈されるの関係のなかに分立する｡これら




















料叢編』 ( 1968年 台北)所収の影印版を使用した｡ 
2.許′ト音､采蘇華 ｢拒俄運動与渡画- 以 《俄都督聞》､《瞥錨 日報》為考察点｣(『成寧
学院学報』2 010年第 2期)｡ 
3.『俄事響聞』についても注 1と同様の影印版を使用 した｡ 
- 3 4 -
4.｢這-張図､叫倣瓜分中国図､前年有一個人従英国新聞紙上訳出来的｡｣とある｡ 





｢時局図題詞｣ (『近代史資料』第 1期 1954年)｡
片寄みつぐ ｢｢北京夢枕｣と ｢時局図｣- El中の親刺画交流｣(『楓刺画研究』第 6号 
1993年)0
黄大徳 ｢《時局全図》考｣ (『老漫画』第 1輯 山東画報出版社 1998年)0
王零紅 ｢有閑 《時局図》的幾個問題｣(『歴史教学』2005年第 9期)｡ 
6.注 2の研究によれば､《俄事警聞》と 《警鏑日報》に載る全 54幅の漫画のうち日本由
来のものは 15幅を占めるという｡ 
7.『時節新報』については､国会図番館蔵マイクロフィルム版を使用した. 
日本での職業漫L=8.例えば清水勲氏は､楽天のことを ｢ u蛎家第一号｣と称 している (同氏
『慢u5'が語る明治』 [講談社学術文庫 2005年 東京])0 
9.飯田線 『イギリスの表象 ブリタニアとジョン ･ブルを中心として』(ミネルヴァ諮房 
2005年 京都)序章､イギリスの国家表象｡ 
10.若桑みどり 『皇后の肖像 昭憲皇太后の表象と女性の国民化』(筑摩書房 2001年)
第 6章､皇后像の神話化および飯田氏前掲番第 3章､イギリスのブリタニア- 18世紀｡ 
ll.佐藤氏前掲論文 (3節参照)､若桑氏前掲番第 6章｡ 
12.両者については若桑氏前掲番第 6章､特に神功皇后についてはさらに以下の研究があ
る｡
リチャー ド･W ･アンダーソン (亀井好恵訳)｢征韓論と神功皇后絵馬- 掠末から明治初
期の西南日本｣(『列島の文化史』10 1996年)｡
高寛敏 ｢神功皇后物語の形成と展開｣(『東アジア研究』第 38号 2003年)0
メラニー ･トレーデ ｢近代国家の象徴としての古代女神- 紙幣における ｢神功皇后｣
の表象 (｢美術に関する調査研究の助成｣研究報告)- (2005年度助成)｣(『鹿島美術財
団年報』2005年)0
及川智早 ｢神宮皇后伝承の近代における受容と変容の諸相- 絵葉Il# ･引札というメデ
ィアを中心に- ｣ (『国文学研究』第 148号 2006年)0 
13.楽天は､石版の原画となった油絵の ｢やまとひめとブリタニア｣を描いたあとに､さ
らに水彩でもそれも描いた (菅野氏)が､水彩版では再び トライデン ト型の武器に描き直
している｡ 












17.｢時事軸面｣については､北沢楽天編著 『時事漫画』(文化図雷 2001年 東京)第 1
巻､明治簾を使用した｡ 
18.元来の表題は ｢ヨーロッパの諸国民よ､汝らの信仰と祖国の防衛に加われ !｣(文献
によって多少の異同あり)であったという (飯倉章 『イエロー ･ベリルの神話 帝国日本
と ｢黄禍｣の逆説』[彩流社 2004年 東京]第 2章､ドイツ皇帝ヴィル-ルム 2世と ｢黄
禍｣の起源) 0 
19.飯倉氏前掲番第 3草､ヴィル -ルム 2世の寓意血再考｡ 
20.飯倉氏前掲鞘 '第 4章､｢黄禍｣と新日本- 日中の ｢黄禍｣思想 -の対応｡ 
21.調査は､現在までのところ､キリス ト教I f年会が上海で創刊 した総合冊子 『進歩雑誌』
の第 7巻第 3号の巻頭が ｢徳皇威廉第二之図幽歴史｣として載せるものを指摘することが
できるレベルに止まる｡なお､｢黄禍の凶｣については､魯迅 『黄禍』 ( 1933年 10月 20
日 『申報 ･自由談』のち 『准風月談』所収)にも言及がある｡
補注 :『 J新報』の ｢ El プリタニアとやまとひめ｣には日本亡命中の染啓超が時Z t 英同盟-








図 3:中国歴史博物館編 『中国近代史参考図録』 (上海教育出版社 1986年 上海)
図 4:注 7による
図 5:渡辺俊夫監修 『｢自然の美 ･生活の美 ジョン ･ラスキンと近代日本展｣カタログ』 
(1997年)
図 6:注 17による
図 7:注 18飯倉氏著非掲載
〔付記〕本稿は､『岡山大学文学部紀要』第 55号に発表した同名編文に修正を加えたもの
である｡ 
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